
「
今
鏡
」

の
語
嚢
論
的

序
論

本
論

第
一
章
全
体
の
語
葉

第
一
節
言
語
量
に
つ
い
て

「
今
鏡
」
に
使
わ
れ
て
い
る
自
立
語
数
は
三
七
八
八
二
語
で
あ
る
。

円註
1
）

ま
ず
、
作
品
の
大
き
さ
は
、
言
語
量
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
表
l
に

自
立
語
延
べ
語
数
の
他
作
品
と
の
比
較
を
示
し
た
。
土
佐
日
記
は
、

今
鏡
の
百
に
対
し
て
九
・
二
、
竹
取
物
語
一
三
了
五
で
か
な
り
低
い

値
を
示
し
枕
草
子
は
八
六
・
八
と
な
っ
た
。
同
じ
歴
史
物
語
の
大
鏡

は
七
七
・
一
、
増
鏡
は
九
一
・
三
で
ほ
ぼ
同
じ
大
き
き
で
あ
る
。
そ

し
て
源
氏
物
語
は
最
も
高
い
数
値
と
な
り
約
五
倍
の
大
き
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
今
鏡
の
量
と
し
て
の
大
き
さ
は
、
源
氏
物
語
は
別
格
と

し
て
か
な
り
大
き
い
作
品
と
言
え
る
。
次
に
異
な
り
語
数
に
よ
る
比

較
を
表
2
に
示
し
た
。
す
る
と
延
べ
語
数
の
比
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
や
は
り
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
延
べ
語
数
で
は

今
鏡
よ
り
小
さ
い
値
を
示
し
た
増
鏡
が
一
一
一
六
・
一
と
な
り
高
い
数

値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
五
倍
の
大
き
さ
だ
っ
た
源
氏
物
語
が

（
省
略
）

考
察

竹

原

由
美
子

〈表 1.自立語延べ語数比較表〉

作品名 延べ語数 比較 備 考

ム寸、 鏡 37,882 100.00 

大 鏡 29,212 77.11 宮島氏の調査による

増 鏡 34,608 91.36 中岡氏の調査による

土 佐日記 3,496 9.23 宮島氏の調査による

竹取物 語 5, 124 13.53 " 
更級日記 7,243 19.12 " 
紫式部日記 8,737 23.06 " 
婿 鈴日記 22,398 59.13 " 
枕草子 32,906 86.86 " 
源 氏物語 207,808 548.57 " 
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一
九
二
・
七
と
著
し
く
低
い
数
値
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
こ
で
自
立
語
の
平
均
使
用
度
数
（
以
下
使
用
率
と
す
る
）
を
み
て

み
る
と
表
3
の
通
り
と
な
っ
た
。
今
鏡
の
使
用
率
は
六
・
三
九
で
、

大
鏡
、
枕
草
子
と
ほ
ぼ
同
数
値
を
示
し
た
が
、
増
鏡
は
四
・
六
三
で

低
い
数
値
で
あ
る
。
最
も
高
い
率
を
示
す
の
は
源
氏
物
語
の
一
八
・

一
九
で
、
最
も
低
い
率
を
示
す
の
は
紫
式
部
日
記
の
＝
一
・
五
四
で
あ

〈表2. 自立語異なり語数比較表〉

作品名 異なり語数 比較

メ7"' 鏡 5,927 100.00 

大 鏡 4,819 81.31 

増 鏡 7,476 126 .13 

土佐日記 984 16.60 

竹取物語 1,311 22.12 

更級日記 1,950 32.90 

紫式部日記 2,468 41.64 

騎蛤日記 3,598 60. 71 

枕草子 5,247 88.53 

源氏物語 11,423 192.73 

く表 3. 自立語使用率〉

作品名 使用率

ム寸、 鏡 6.39 

大 鏡 6.06 

増 鏡 4.63 

土 佐日記 3.60 

竹取物語 3.91 

更級日 記 3.55 

紫式部日記 3.54 

騎蛤日記 6.23 

枕草子 6.27 

源氏物語 18.19 

る
。
紫
式
部
日
記
が
低
い
率
と
な
る
の
は
作
品
の
量
が
小
さ
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
歴
史
的
物
語
の
な
か
で
ひ
と

つ
低
い
率
を
出
し
た
増
鏡
は
、
異
な
り
語
数
の
大
き
い
作
品
と
言
え
、

今
鏡
は
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
の
比
と
し
て
は
ほ
ぼ
平
均
的
な
作

品
と
言
え
よ
う
。

第
二
節
異
な
り
語
数
か
ら
見
た
性
格

次
に
今
鏡
の
全
語
棄
を
異
な
り
語
数
か
ら
み
る
と
自
立
語
数
五
九

六
六
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
品
調
別
に
分
類
し
て
他
作
品
と
比

較
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
今
鏡
は
、
名
詞
の
比
率
が
六
九
・
五
%

と
最
も
高
く
、
次
い
で
動
詞
の
一
二
・
八
%
と
続
き
、
こ
の
二
品
詞

を
合
わ
せ
る
と
そ
の
割
合
は
約
九
割
を
占
め
る
数
値
と
な
る
。
表
4

に
よ
る
、
い
づ
れ
の
作
品
も
名
詞
が
他
の
品
詞
に
比
べ
て
高
い
数
値

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
特
に
今
鏡
は
六
九
%
と
最
も
高

く
、
大
鏡
は
六
四
%
、
増
鏡
は
六
二
一
%
と
六
割
を
越
え
て
お
り
他
作

品
と
比
較
し
非
常
に
高
い
。
し
か
し
、
反
対
に
動
詞
の
比
率
は
低

い
値
を
示
し
、
今
鏡
が
一
二
%
大
鏡
が
二
六
%
、
増
鏡
が
二
四
%
と

他
の
作
品
よ
り
低
い
数
値
で
あ
る
。
一
般
に
名
詞
の
比
率
が
高
け
れ

ば
要
約
的
文
章
、
逆
に
名
詞
の
比
率
が
低
く
、
動
詞
・
形
容
詞
の
比

率
が
高
け
れ
ば
描
写
的
文
章
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点

か
ら
み
る
と
今
鏡
、
大
鏡
、
増
鏡
は
要
約
的
な
文
章
と
い
え
よ
う
。

具
体
的
に
み
て
み
る
た
め
に
大
野
晋
氏
が
調
査
さ
れ
た
「
基
本
語

〈註
Z）

棄
に
関
す
る
一
三
万
研
究
」
の
相
関
表
に
組
み
込
ん
で
今
鏡
、
が
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
見
て
み
た
（
図
1
1
鏡
物
3
作
品
に
つ
い

て
見
る
と
、
大
鏡
及
び
増
鏡
の
ご
作
品
は
近
い
位
置
に
あ
り
、
万
葉

集
と
随
筆
グ
ル
ー
プ
の
中
間
に
位
置
し
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
い
づ
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〈表4.異なり語数百分比〉

万葉 土佐 竹取 枕 草 源氏 紫 讃岐

名 4660 526 717 3048 6501 1433 982 

調 (66.5) (53.0) (47.4) (55.6) (44.3) (52. 2) (50.8) 

形 75 12 45 215 683 117 65 

動 (1.1) (1. 2) (3. 0) (3.9) (4.6) (4.3) (3.4) 

形 276 66 105 349 1120 222 125 

行廿』 (3.9) (6.6) (6.9) (6.4) (7.7) (8.1) (6. 5) 

動 1515 326 552 1620 5554 874 633 

詞 (22.0) (32.7〕 (36.5) (29.5〕 (37.8〕 (31. 9) (32.8) 

そ 452 65 91 252 820 96 120 
の
他 (6.5〕 (6.5) (6.2) (4.6〕 (5.6) (3.5) (6.5) 

計 7008 998 1513 5481 14688 2742 1931 

大

備 野ョ日五

氏
の

考 調
査

方丈 徒然

652 2836 

(50.5) (5B.6) 

27 131 

(2.3) (2.7) 

66 285 

(5.8) (5.9〕

344 1380 

(29. 5) (28.5〕

64 210 

(5.6) (4.3〕

1153 4842 

（ ）内は%・形容調カリ活用は別語

鯖蛤 更級 大鏡 増鏡 今鏡

1899 1055 3082 4720 4144 

(47.7) (49.5) (64.0〕 (63.2) (69.5) 

166 80 143 202 118 

(4.2) (3.8) (3.0) (2.7) (2.0) 

318 163 206 440 257 

(8.0) (7.6〕 (4.3〕 (5.9〕 (4.3〕t

1363 717 1242 1797 1299 

(34.3) (33.8〕 (25.8) (24.0〕 (21. 8) 

231 109 146 317 148 

(5.8) (5.1) (2.9) (4.2) (2.5) 

3977 2124 4819 7479 5966 

伊牟
島士官車

中
岡

田 成
氏 子
の 氏 氏
調 の の
査 調査

調
査

Cコ
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れ
に
も
属
し
て
い
な
い
。
ま
た
今
鏡
は
万
葉
集
よ
り
左
側
に
位
置
し

特
異
な
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
今
鏡
に
は
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
、
な
ぜ
、
ど
う
し
た
」
と
い
う
文
の
骨
組
み
の
要
素

ハ註
3
）

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
野
晋
氏
の
説
明
に
「
万
葉

集
は
判
断
、
叙
述
の
仕
方
が
単
純
で
あ
り
、
物
語
の
中
で
も
源
氏
物

語
な
ど
は
描
写
、
叙
述
に
精
細
を
極

め
て
い
る
」
と
あ
る
、
か
、
今
鏡
も
ま

た
判
断
や
叙
述
の
仕
方
が
単
純
で
あ

り
、
逆
に
素
材
の
量
が
多
い
と
い
え

る
。
歴
史
物
語
は
時
の
流
れ
に
そ
っ

て
そ
の
聞
の
出
来
事
を
「
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
う
し
た
」
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
し
な
が
ら
物
語
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
素
材
が
多
く
な
り
叙
述
の

仕
方
が
単
純
に
な
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
い
う
る
だ
ろ
う
。

第
三
一
節
延
べ
語
数

今
鏡
の
延
べ
語
数
の
品
詞
別
語
数
、

比
率
及
び
各
品
詞
の
使
用
率
を
示
し

た
の
が
表
5
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
や
は
り
名
調
の
比
率
が
四
九
・

七
%
と
最
も
高
く
次
い
で
動
詞
の
一
一
一

九
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

使
用
率
を
み
て
み
る
と
、
動
詞
が
一

一
・
五
と
高
い
数
値
で
あ
り
、
最
も

〈表5.品調別延べ語数及び使用率〉

名詞 動詞 形容 形動 その他 E十

延べ語数 18836 15013 1788 555 1690 37882 

% 49.72 39.63 4.72 1.47 4.46 100.。
使用率 4.55 11.56 8.20 4.70 11. 42 6.39 

噌
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〈表6.品詞別平均使用度数比較表〉

土佐 竹取 更級 紫 騎蛤 落窪 大鏡 枕 源氏 増鏡 今鏡

名 2司 2.7 4.0 3.5 3.7 5.4 6.3 5.0 5.2 17.8 3.8 4.6 
動詞 4.0 3.9 3.6 2.9 6.2 8.9 7.0 5.9 13.4 6.0 11.6 
形容詞 3.2 3.4 4.7 4.5 2.4 8.8 8.2 15.2 27.3 6.0 8.2 
形動 2.0 1. 7 2.7 2.6 3.8 5.0 4.1 4.2 15.4 4.4 4.7 
副 詞 3.8 4.7 5.1 6.6 16.l 16.2 21.8 78.0 12.9 
その他 11. 2 15.6 12.2 7.5 16.1 14.2 30.6 12.7 65.3 7.6 4.5 

全体 3.6 3.9 3.7 3.5 6.2 7.9 6.1 6.3 18.2 4.6 6.4 

使
用
率
の
低
い
の
が
名
調
の
四
・

五
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
て
二
度

し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
語
が
大

半
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
こ
の
数
値
を
他
の
作
品
と
比

較
し
て
み
た
（
表
6
1
表
6
で

は
、
全
体
の
使
用
率
は
源
氏
物
語

が
一
人
・
二
と
最
も
高
く
、
次
い

で
落
窪
物
語
の
七
・
九
、
そ
の
次

に
今
鏡
の
六
・
四
と
な
る
が
、
こ

の
数
値
は
枕
草
子
や
大
鏡
と
ほ
ぼ

同
数
値
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る

と
増
鏡
の
四
・
六
は
、
か
な
り
低

い
値
で
あ
る
。
名
詞
の
使
用
率
に

つ
い
て
は
や
は
り
源
氏
物
語
が
一

七
・
八
と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

次
い
で
落
窪
物
語
の
と
な
っ
て
い

る
。
今
鏡
は
四
・
六
で
四
番
目
の

低
き
で
あ
る
。
同
じ
歴
史
物
語
で

あ
る
大
鏡
の
名
調
の
使
用
率
は
五

・
O
で
、
増
鏡
は
三
・
入
で
あ
る

か
ら
ほ
ぼ
こ
の
二
作
品
の
中
聞
に

位
置
す
る
。
動
調
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
今
鏡
は
一
一
・
六
で
、
源

氏
物
語
に
次
い
で
高
い
数
値
を
示

〈表7.語種別比較表（延べ語数）〉

土佐 竹取 更 級 紫式部 騎 蛤 枕草子 源氏 大鏡 増鏡 今鏡

和 3369 4864 6891 7732 21459 30245 198684 23902 29181 31528 
語 (96.4) (94. 9) (95.1) (88.5) (95.8) (91. 9) (95.6) (81.8) (84. 3) (83.2) 
漢 103 220 295 852 778 2169 7116 4549 4192 4546 
語 (2.9) (4.3) (4.1) (9.8) (3.5) (6.6) (3.4) (15. 6) 02.2) (12. 0) 
混 24 40 57 153 161 492 2008 761 1325 1808 
種 (0.7) (0.8) (0.8) (1.8) (0. 7) (1.5) (1.0) (2.6) (3.6) (4.8) 

E十 3496 5124 7243 8737 22398 32906 207808 29212 34608 37882 

し
て
い
る
大
鏡
や
増
鏡
と
比
較
し

て
み
て
も
ほ
ぼ
二
倍
と
い
う
値
で

あ
る
か
ら
、
か
な
り
高
い
と
い
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
に
今
鏡
の
動
詞

の
使
用
率
は
高
く
、
叙
述
が
単
純

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る。

第
四
節
漢
語
・
混
種
語
に

つ
い
て

今
鏡
に
は
延
べ
語
数
で
漢
語
が

四
六
四
六
語
、
混
種
語
で
一
入
O

入
語
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

全
体
の
比
率
か
ら
見
る
と
、
和
語

が
八
三
・
二
%
、
漢
語
、
が
＝
7

0
%
、
混
種
語
が
四
・
八
%
と

な
っ
て
お
り
和
語
が
圧
倒
的
に
多

い
。
他
の
作
品
と
比
較
し
た
の
が

表
7
で
あ
る
。
漢
語
の
比
率
が
最

も
高
い
の
は
大
鏡
の
一
五
・
六
%

で
、
増
鏡
＝
了
二
%
の
次
に
今

鏡
の
三
7
0
%
と
な
る
。
一

O
%
台
を
越
え
て
い
る
の
は
こ
の

三
作
品
だ
け
で
あ
る
。
最
も
低
い

の
は
土
佐
日
記
の
二
・
九
%
、
次

い
で
婿
蛤
日
記
で
あ
る
。
紫
式
部
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〈表8.語種別比較表（異なり語数）〉

士佐 竹取 更級 紫 騎 蛤 枕 源氏 大鏡 増鏡 今鏡

和 926 1202 1770 2104 3792 4415 9953 3259 5229 3656 

語 〔94.l〕 (91. 7) (90.8) (85.3〕 〔91.1) 〔84.1〕 (87 .1) (67. 6) (61. 9〕 (61. 7) 

漢 44 88 146 227 236 641 1008 1330 1373 1379 

語 (4.5) 〔6.7) 〔7.5) (11. 2) (6.6〕 〔12.2) (8.8) (27. 6) (20. l〕 (23.3) 

混 14 21 34 87 83 191 462 230 743 892 

種 (l.4〕 (1.6) (1. 7) (3.5) (2.3) (3.6) (4.0) (4.8) (9.9〕 (15. 0) 

五十 984 1311 1950 2468 3598 5247 11423 4819 7476 5927 

日
記
が
女
流
文
学
作
品
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
九
・
八
%
と
高
い

数
値
を
示
し
て
い
る
の
は
、
作
者

の
紫
式
部
が
漢
文
の
知
識
に
富
ん

で
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
次
に

混
種
語
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
今

鏡
が
四
・
八
%
と
最
も
高
い
数
値

を
だ
し
て
お
り
、
次
い
で
増
鏡
の

三
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
二
%

を
越
え
る
作
品
は
や
は
り
今
鏡
、

増
鏡
、
大
鏡
の
三
作
品
だ
け
で
、

土
佐
日
記
、
婿
蛤
日
記
な
ど
は

一
%
に
も
満
た
な
い
。
漢
語
・
混

種
語
の
占
め
る
割
合
は
大
鏡
、
今

鏡
、
増
鏡
の
三
作
品
が
特
に
目

立
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
時

代
背
景
も
一
因
し
て
い
よ
う
が
、

高
い
数
値
を
示
す
の
が
鏡
物
三
作

品
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
歴
史

物
語
の
側
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る。
次
に
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。
今
鏡
の
異
な
り
語

数
の
割
合
は
、
和
語
六
一
・
七
%
、

漢
語
二
二
一
・
三
%
、
混
種
語
一

五
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
他

仰
の
作
品
と
比
較
し
た
の
が
表
8
で

右
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
今
鏡
の
特
徴

、
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
漢
語
に

轍
お
い
て
最
も
高
い
比
率
を
示
す
の

異
が
大
鏡
の
一
一
七
・
六
%
、
次
い
で

左
今
鏡
の
一
一
二
了
三
一
%
で
あ
る
。
延

（
ベ
語
数
の
場
合
と
同
様
に
二
O
%

を
越
え
る
の
は
こ
の
三
作
品
と
増

鏡
だ
け
で
あ
る
。
土
佐
日
記
は
四

・
五
%
、
竹
取
物
語
は
六
・
七
%

と
い
づ
れ
も
低
い
数
値
を
示
し
て

お
り
、
紫
式
部
日
記
、
枕
草
子
が

わ
ず
か
に
一
O
%
を
越
え
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
混
種
語
に
お
い
て

は
、
高
い
数
値
を
一
示
す
の
が
今
鏡

の
一
五
%
で
あ
り
、
一
O
%
を
越

え
て
い
る
の
は
こ
の
作
品
だ
け
で

あ
る
。
他
の
作
品
は
、
増
鏡
が
九

・
九
%
で
一
O
%
に
近
い
数
値
を

示
し
て
い
る
も
の
の
、
あ
と
の
作

品
は
大
鏡
も
四
・
八
%
で
低
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
和
語
に
お
い
て
は
逆
に
大
鏡
、
増
鏡
、
今

競
と
も
に
低
い
値
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
物
語
で
は
漢
語
、
混

種
語
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
今
鏡
、
増
鏡
に
お
い
て
は
混
種
語

〈表 9.和語・漢語・混種語語嚢表（異なり語数による）〉

全語葉 和 圭ロ五ロ 漢 三ロ五ロ 混種語

名 言司 4144 69.91 1993 54.51 1295 93.91 856 95.96 

動 2司 1299 21. 92 1214 33.21 65 4.71 20 2.24 

形容詞 218 3.68 204 5.58 1 0.07 13 1.46 

形容動詞 118 1. 99 105 2.87 10 0.73 3 0.34 

その他 148 2.50 140 3.83 8 0.58 。0.00 

計 5927 100.。3656 100.。1379 100.0 892 100.0 
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が
、
大
鏡
に
お
い
て
は
漢
語
、
か
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

今
度
は
、
そ
の
漢
語
・
混
種
語
を
品
調
別
に
み
て
い
き
た
い
〈
表

9
〉
漢
語
で
は
異
な
り
語
数
千
三
百
七
十
九
語
の
う
ち
名
詞
が
一
二

九
五
語
九
三
・
九
%
で
九
割
を
越
え
る
使
用
と
な
っ
て
お
り
、
次
い

で
動
調
の
六
五
語
で
四
・
七
%
と
な
り
名
詞
に
比
べ
て
非
常
に
低
い

値
を
示
し
て
い
る
。
混
種
語
の
場
合
も
同
様
に
名
調
の
比
率
が
高
く
、

全
語
数
人
九
二
語
の
う
ち
八
五
六
語
と
ほ
と
ん
ど
を
名
調
が
占
め
て

い
て
九
六
%
と
高
い
数
値
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
漢
語
・
混

種
語
の
使
用
は
殆
ど
が
名
詞
で
あ
る
。

和
語
と
漢
語
・
混
種
語
の
総
計

を
比
較
し
て
み
る
と
表
叩
の
よ
う

に
な
る
が
、
和
語
に
お
い
て
は
名

調
は
五
四
・
五
%
と
全
体
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
全

語
棄
の
場
合
を
下
回
っ
て
お
り
、

漢
語
・
混
種
語
の
占
め
る
割
合
が

大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
動
調
は

和
語
だ
け
の
場
合
は
三
三
%
と
高

い
率
を
示
し
て
い
る
。
形
容
調
も

和
語
の
み
の
場
合
五
・
五
八
%
と

高
い
値
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
今
鏡
に
お
け
る
名
詞
は
漢

語
・
混
種
語
の
占
め
る
割
合
が
大

変
大
き
く
半
数
以
上
を
占
め
て
い

〈表10.和語・漢語＋混種語比較〉

和語 % 漢＋混 % 
名 詞 1993 54.51 2151 94.72 

動 詞 1214 33.21 85 3.74 

形容 調 204 5.58 14 0.62 

形容動調 105 2.87 13 0.57 

その 他 140 3.83 8 0.35 

計 3656 100.0 2271 100.。
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〈表11.漢語・混種語品詞別使用率〉

名詞 動調 形容 形動 その他 全体

延べ語数 5966 231 26 101 30 6354 

% 93.9 3.64 0.41 1.59 0.47 100.0 

使用率 2.8 2.7 1. 9 7.8 3.8 2.80 

〈表12.和語品詞別平均使用度数〉

名詞 動詞 形容 形動 その他 全体

延べ語数 12870 14782 1762 454 1660 31528 

% 40.8 46.9 5.6 1.4 5.3 100.0 

使用率 6.5 12.2 8.6 4.3 11. 9 8.6 

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
和
語
の
み
の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
傾

向
が
る
る
の
か
見
る
た
め
に
図
l
の
相
関
表
に
組
み
込
ま
せ
て
見
た

の
が
図

2
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
図
ー
で
は
万
葉
集
グ
ル
ー
プ
の

左
側
に
位
置
し
て
い
た
今
鏡
が
、
名
詞
の
比
率
が
極
端
に
低
く
な
っ

た
た
め
、
随
筆
グ
ル
ー
プ
と
日
記
、
グ
ル
ー
プ
の
聞
に
位
置
し
て
し
ま

う
結
果
と
な
っ
た
。
同
じ
歴
史
物
語
の
増
鏡
も
万
葉
集
グ
ル
ー
プ
と

随
筆
、
グ
ル
ー
プ
の
中
聞
に
位
置
し
て
い
た
の
が
物
語
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
作
品
で
は
資
料
が
な
く
な
り

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
漢
語
・
混
種
語
の
比
率
が
低

く
一

O
%に
も
満
た
な
い
の
で
和
語
の
み
の
場
合
を
考
え
て
み
て
も

今
鏡
の
位
置
は
さ
ほ
ど
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
今
鏡

で
は
漢
語
及
び
混
種
語
を
除
く
と
位
置
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
い
か

に
漢
語
・
混
種
語
の
使
用
が
多
い
か
が
わ
か
る
。

次
に
漢
語
・
混
種
語
の
使
用
率
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
漢
語
・

混
種
語
を
一
つ
に
ま
と
め
て
表
口
に
示
し
て
い
る
が
、
形
容
動
詞
だ

け
が
七
・
八
と
高
い
数
値
を
一
示
し
、
そ
の
他
の
口
問
調
は
二

1
四
ま
で

に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
つ
の
語
を
何
回
も
使
用
せ
ず
、
て

二
度
し
か
使
わ
な
い
語
が
多
い
の
で
あ
る
。
形
容
動
調
の
数
値
が
高

い
の
は
異
な
り
語
数
が
一
四
語
と
少
な
い
中
で
「
か
や
う
な
り
」

「
さ
や
う
な
り
」
の
二
語
が
四
十
九
度
、
十
九
度
と
多
用
さ
れ
て
い

る
た
め
で
、
そ
の
他
の
語
を
み
る
と
や
は
り
同
様
の
こ
と
、
が
言
え
る
。

つ
い
で
和
語
の
使
用
率
を
示
し
た
の
が
表
ロ
で
あ
る
。
和
語
全
体
の

使
用
率
は
八
・
六
で
あ
る
。
最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
「
そ

の
他
」
を
除
い
て
考
え
る
と
、
動
詞
の
二
了
二
で
、
次
い
で
形
容

調
が
八
・
六
と
な
っ
て
い
る
。
形
容
調
に
つ
い
て
は
表
口
で
は
一

-65一



九
で
あ
る
の
で
か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
名
詞
の
場
合

も
同
様
に
六
・
五
と
な
り
表
口
に
比
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
漢
語
・
混
種
語
で
は
一
固
な
い
し
二
回
使
用
の
語
が

和
語
に
比
べ
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
名
調
の
語
業

第
一
節
名
調
に
つ
い
て

今
鏡
に
お
け
る
名
調
は
異
な
り
語
教
四
一
四
四
語
、
延
べ
語
数
一

八
八
三
六
語
で
使
用
率
は
四
・
六
で
あ
る
。
し
か
し
一
度
し
か
用
い

ら
れ
て
い
な
い
語
は
二
四
二
四
語
で
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。

今
鏡
で
は
、
「
む
す
め
・
み
か
ど
」
「
く
ら
ゐ
・
と
う
ぐ
う
・
き
さ

き
」
な
ど
宮
廷
生
活
を
想
像
さ
せ
る
語
が
上
位
語
に
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
語
が
今
鏡
の
物
語
内
容
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
、

皇
族
に
つ
い
て
の
叙
述
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

第
二
節
名
詞
に
お
け
る
漢
語
・
混
種
語

名
調
に
お
い
て
は
漢
語
・
混
種
語
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
さ
ら
に
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数

の
使
用
度
数
の
分
布
か
ら
み
て
い
き
た
い
〈
表
団
、
H
H
）
。
こ
の
表
か

ら
明
ら
か
に
よ
う
に
漢
語
・
混
種
語
で
は
使
用
度
数
が
一
回
と
い
う

語
が
多
い
。
特
に
混
種
語
に
お
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一

1
三
十

回
使
用
の
語
で
あ
る
。
漢
語
に
お
い
て
も
一

1
五
十
回
使
用
の
語
が

占
め
て
い
て
使
用
度
数
が
高
く
な
る
に
つ
れ
用
例
は
減
少
す
る
。
漢

語
で
は
一
語
で
一

O
九
回
使
用
さ
れ
て
い
る
「
院
」
と
「
様
」
が
最

も
多
い
。
今
鏡
で
は
名
詞
の
異
な
り
語
数
の
比
率
が
高
か
っ
た
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
使
用
度
数
の
少
な
い
漢
語
・
混
種
語
、
が
多
い
こ

と
が
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
異
な
り
語
数
で
多
く
の
比
率

を
示
す
漢
語
・
混
種
語
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
の
語
が
多
い
の
か
検

討
し
て
み
た
い
。
漢
語
・
混
種
語
を
、
一
人
名
及
び
官
職
、
二
天
皇

・
院
に
関
す
る
語
、
三
年
月
日
、
四
仏
教
に
関
す
る
語
、
五
そ
の
他

の
語
の
五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
表
日
に
示
し
、
増
鏡
と
も
比
較
し
て

内陸
4）

み
た
。
そ
の
他
の
項
に
は
地
名
、
普
通
名
調
な
ど
雑
多
な
語
が
含
ま

れ
て
お
り
数
も
多
く
な
っ
た
。
一

1
四
の
中
で
最
も
用
例
が
多
い
の

は
人
名
及
び
官
職
に
関
す
る
語
で
、
異
な
り
語
数
九
百
四
と
な
り
漢

語
・
混
種
語
の
約
半
数
を
占
め
、
延
べ
語
数
は
一
九
一
一
一
語
で
約
三

二
%
を
占
め
て
い
る
。
増
鏡
に
お
い
て
も
、
今
鏡
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

や
は
り
人
名
・
官
職
に
関
す
る
語
が
多
い
。
ま
た
、
天
皇
（
皇
室
）

に
関
す
る
語
は
、
異
な
り
語
数
で
六
二
五
語
、
延
べ
語
数
で
一
一
一
九

九
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
名
や
官
職
に
関
す
る
語
、
天

皇
に
関
す
る
語
が
多
い
の
は
登
場
人
物
が
多
く
、
素
材
が
豊
富
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
皇
に
関
す
る
語
で
延
べ

語
数
が
多
い
の
は
、
「
院
」
「
東
宮
」
な
ど
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、
歴
代
の
天
皇
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
理

解
で
き
る
。
年
月
日
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
増
鏡
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
歴
史
物
語
の
必
然
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

歴
史
物
語
に
お
い
て
名
詞
の
異
な
り
語
数
の
占
め
る
割
合
が
大
き

い
こ
と
の
原
因
の
一
つ
は
、
漢
語
・
混
種
語
が
高
い
率
を
占
め
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
語
が
使
用
度
数
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
語
・
混
種
語
で
は
人
名
や
官
職
な
ど
の
登
場
人

物
に
関
す
る
語
が
多
く
、
そ
れ
と
同
様
に
天
皇
に
つ
い
て
の
語
が
多

い
。
さ
ら
に
、
歴
史
を
語
る
に
必
要
な
年
月
日
が
含
ま
れ
て
構
成
し

て
い
る
こ
と
、
が
わ
か
っ
た
。
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く表13.名詞異なり語数使用度数表〉

全 和 漢 混 漢語

語数 % % % 種 % 及び % 
語 語 語 混種語

2424 409.0 1041 175.6 760 128.2 623 105.1 1383 233.3 

2 655 110.5 329 55.5 204 34.4 122 20.6 326 55.0 

3 261 44.0 137 23. l 89 15.0 35 5.9 124 20.9 

4 155 26.2 84 14.2 52 8.8 19 3.2 71 12.0 

5 110 18.6 63 10.6 34 5.7 13 2.2 47 7.9 

6 79 13.3 40 5.9 30 5.1 9 1.5 39 6.6 

7 58 9.8 35 4.1 18 3.0 5 0.8 23 3.9 

8 42 7.1 24 4.1 13 2.2 5 0.8 18 3.0 

9 43 7.3 24 2.5 15 2.5 4 0.7 19 3.2 

10 31 5.2 15 16.4 12 2.0 4 0.7 16 2.7 

11～20 153 25.8 97 5.4 44 7.4 12 2.0 56 9.5 

21～30 42 7.0 32 2.7 8 1.4 2 0.3 10 1. 7 

31～40 21 3.5 16 2.7 5 0.8 。 。 5 0.8 

41～50 22 3.7 16 2.2 5 0.8 0.2 6 1.0 

51～60 18 3.0 13 0.7 3 0.5 2 0.3 5 0.8 

61～70 5 0.8 4 0.3 0.2 。 。 0.2 

71～80 2 0.3 2 。。 。。 。 。 。
81～90 。 。。0.3 。 。。 。 。 。
91～100 2 0.3 2 2.0 。 。。 。 。 。
101～200 14 2.4 12 0.5 2 0.3 。 。 2 0.3 

201～300 3 0.5 3 0.3 。 。。 。 。 。
301～400 2 0.3 2 0.2 。 。。 。 。 。
401～500 0.2 1 0.2 。 。。 。 。 。
501～ 0.2 0.2 。 。。 。 。 。

計 4144 699.2 1993 336.3 1295 218.5 856 144.4 2151 362.9 
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〈表14.名詞異なり語数使用度数表〉

全 和 漢 混 漢語

語数 % % % 
種圭関五口

% 及び % 
圭口口!i 語 混種語

2424 64.0 1041 27.5 760 20.1 623 16.4 1383 36.5 

2 1310 34.6 658 17.4 408 10.8 244 6.4 652 17.2 

3 783 20.7 411 10.8 267 7.0 105 2.8 372 9.8 

4 620 16.4 336 8.9 208 5.5 76 2.0 656 17.3 

5 550 14.5 315 8.3 170 4.5 65 1. 7 235 6.2 

6 474 12.5 240 6.3 180 4.7 54 1. 4 234 6.2 

7 406 10. 7 245 6.5 126 3.3 35 0.9 161 4.2 

8 336 8.9 192 5.1 104 2. 7 40 1.1 144 3.8 

9 387 10.2 216 5.7 135 3.6 36 0.9 171 4.5 

10 310 8.2 310 8.2 120 3.2 40 1.1 160 4.2 

11～20 2174 57.4 1373 36.2 632 16.7 169 4.5 961 25.4 

21～30 1070 28.2 829 21.9 190 5.0 51 1.4 241 6.4 

31～40 734 19.4 564 14.9 170 4.5 。。170 4.5 

41～50 1019 26.9 739 19.5 234 6.2 46 1.2 280 7.4 

51～60 945 24.9 674 17.8 164 4.3 107 2.8 271 7.2 

61～70 322 8.5 261 6.9 61 1.6 。。61 1.6 

71～80 153 4.0 153 4.0 。。。。。。
81～90 82 2.2 82 2.2 。。。。
91～100 195 5.2 195 5.2 。 。。。。
101～200 2001 52.8 1655 43.7 。。。。。。
201～300 647 17.1 674 17.8 346 9.1 。 346 9.1 

301～400 751 19.8 751 19.8 。。。。。。
401～500 463 12.2 463 12.2 。。。 。。
501～ 680 17.9 680 17.9 。 。。。。。

計 18336 497.2 12870 339.7 4275 112.8 1691 44.6 5966 157.5 

oo 
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〈表15.名詞分類〔漢語・混種語］〉

人名・
天皇 年月日 仏教 その他 計

官職

異語数 904 154 173 121 799 2151 
メ－色7、

% 42.0 7.2 8.0 5.6 37.2 100 

延語数 1912 868 587 286 2308 5961 
鏡

% 32.1 14.6 9.9 4.8 38.7 100 

異語数 625 206 297 208 780 2116 
増

% 29.5 9.7 14.0 9.8 36.9 100 

延語数 1299 1150 424 351 1854 5078 
鏡

% 25.6 22.6 8.3 6.9 36.5 100 

第
二
一
章
動
詞
の
語
葉
及
び
語
法

第
一
節
語
数
に
つ
い
て

今
鏡
に
使
用
さ
れ
て
い
る
動
詞
の
数
は
異
な
り
語
数
一
一
一
九
九
語
、

延
べ
語
数
一
五

O
一
一
一
一
語
で
あ
る
（
補
助
動
調
を
含
む
）
。
こ
れ
ら

（註〉

の
数
値
を
他
の
作
品
と
比
較
し
た
の
が
表
団
で
あ
る
。
今
鏡
の
異

な
り
語
数
の
比
率
は
一
二
・
七
%
で
最
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
次
に

増
鏡
の
二
四
%
、
大
鏡
の
二
五
・
八
%
と
続
い
て
い
る
。
延
べ
語
数

の
比
で
は
最
も
低
い
値
を
示
す
の
が
紫
式
部
日
記
の
二
八
・
二
%
、

次
い
で
大
鏡
の
一
一
九
・
六
%
と
な
る
。
今
鏡
は
三
九
・
六
%
で
落
窪

物
語
の
次
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
大
鏡
に
つ
い
て
は
、
異
な

り
語
数
、
延
べ
語
数
共
に
低
い
数
値
を
出
し
て
い
る
の
で
単
純
な
判

断
、
叙
述
の
態
度
が
察
せ
ら
れ
る
。
今
鏡
に
お
い
て
は
異
な
り
語
数

に
お
い
て
最
も
低
い
比
率
を
出
し
な
が
ら
、
延
べ
語
数
に
お
い
て
は

最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
故
に
、
今
鏡
は
、
少
な
い
種
類
の

語
業
を
使
っ
て
単
純
な
判
断
を
し
、
叙
述
の
方
法
に
重
き
を
お
か
ず
、

出
来
事
を
連
ね
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
事
が
言
え
る
。
ま
た
語
葉
量

の
比
較
で
は
今
鏡
を
百
と
し
て
他
の
作
品
の
比
率
を
示
し
た
。
異
な

り
語
数
で
は
源
氏
物
語
は
三
九
二
・
四
と
今
鏡
の
約
四
倍
の
語
数
を

持
ち
、
婿
蛤
日
記
は
一

O
五
・
八
、
落
窪
物
語
は
一

O
一
・
七
と
今

鏡
と
ほ
ぼ
同
じ
語
数
を
持
っ
て
い
る
。
延
べ
語
数
に
つ
い
て
は
や
は

り
源
氏
物
語
が
四
五
五
・
八
と
高
く
、
今
鏡
の
約
四
倍
の
大
き
さ
を

持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
万
葉
集
が
一
一
四
・
四
で
今
鏡
と
ほ

ぼ
同
じ
語
数
を
持
つ
が
異
な
り
語
数
で
は
高
い
率
を
示
し
て
い
る
。
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第
二
節
（
省
略
）

第
三
節
使
用
度
数
と
主
要
語
葉

今
鏡
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
率
は
一
一
・
五
六
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
使
用
回
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
使
用
度
数
の
分
布
を
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
か
ら
考
察
し
、

ど
の
よ
う
な
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
（
表
口
、

日
）
。
表
口
を
見
る
と
一
度
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
語
は
六
七
八

語
で
最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
表
団
を
見
る
と
、
最

も
高
い
数
値
を
し
め
し
て
い
る
の
は
二

O
O回
以
上
使
用
さ
れ
て
い

る
語
で
八
一
八
三
語
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
七
割
に
当
た
る

五
六
二
四
語
が
四
段
活
用
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二

O

O
回
以
上
使
わ
れ
て
い
る
語
は
表
口
を
み
る
と
一
二
語
し
か
な
く
、

表
げ
の
数
値
は
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
高
く
使
用
度
数
の
多
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。
下
二
段
は
一
語
で
四
四
三
語
も
使
用
さ
れ
て
い
て
、

サ
変
・
ラ
変
で
も
ニ
語
で
そ
れ
ぞ
れ
一

O
九
九
語
、
一

O
一
七
語
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
二
段
に
お
い
て
は
「
き
こ
ゆ
」
、
サ
変

に
お
い
て
は
「
お
は
す
」
「
す
」
、
ラ
変
で
は
「
あ
り
」
「
は
ベ
り
」
が

多
く
の
使
用
度
数
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
累
計
及
び
比
率
か
ら
詳
し
く
み
る
と
異
な
り
語
数
で
は
全
体
の
五

二
・
二
%
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
延
べ
語
数
で
は
四
・
五
%
し

か
占
め
て
い
な
い
。
ま
た
使
用
度
数
一

O
固
ま
で
は
異
な
り
語
数
人

八
・
一
二
%
と
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
の
が
、
延
べ
語
数
で
は
わ
ず

か
一
六
・
五
%
と
な
る
。
五

O
固
ま
で
の
使
用
の
語
は
異
な
り
語
数

で
は
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
が
、
延
べ
語
数
で
は
＝
二
・
七
%
と

一
二
割
し
か
満
た
な
い
。
五
一
回
以
上
使
用
の
は
三
五
語
し
か
な
い
が

延
べ
語
数
で
は
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。

動
詞
の
主
要
語
葉
と
し
て
は
「
ま
う
す
」
「
よ
む
」
「
た
て
ま
つ

る
」
な
ど
の
謙
譲
語
が
多
い
。
そ
れ
は
歴
代
の
天
皇
・
皇
家
に
関
す

70 



〈表17.異なり語数使用度数表〉

2 3 4 5 6 7 8 9 10 

四段 380 127 42 33 25 10 15 12 9 8 

上一 13 4 1 

上一 13 1 

下二 207 61 30 11 14 17 3 4 3 1 

カ変 8 2 

サ変 52 11 6 2 3 2 3 1 

ナ変 2 

フ変 3 2 1 1 

言十 678 208 80 48 44 30 21 16 12 10 

累計 678 886 966 1014 1058 1088 1109 1125 1137 1147 

% 52.2 68.2 74.4 78.1 81.5 83.7 85.4 86.6 87.5 88.3 

〈表18.延べ語数使用度数表〉

11 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 20 

四段 380 254 126 132 125 60 105 96 81 80 689 

上－ 13 8 3 5 35 

上二 13 2 4 5 6 27 

下二 207 122 90 44 70 102 21 32 27 10 219 

カ変 8 4 11 

サ変 52 22 18 8 15 12 21 10 15 

ナ変 2 

ラ変 3 4 3 4 

計 678 416 240 192 220 180 147 128 108 100 996 

累計 678 1094 1334 1526 1746 1926 2073 2201 2309 2409 3405 

% 4.5 7.3 8.9 10.2 11.6 12.8 13.8 14.7 15.4 16.5 22.7 

11 21 31 41 

20 30 40 50 

48 14 8 3 

2 2 

2 1 

16 11 1 

1 

1 1 

2 

70 32 11 4 

1217 1249 1260 1264 

93.7 96.2 97.0 97.3 

21 31 41 51 

30 40 50 100 

346 281 130 631 

42 

21 31 

280 45 503 

26 

23 36 

52 37 

790 385 175 1134 

4194 4579 4754 5888 

27.9 30.5 31. 7 39.2 

51 101 

100 200 

9 6 

7 

16 7 

1280 1287 

98.5 99.1 

101 201 

200 

826 5624 

115 

443 

1099 

1017 

941 8183 

6829 15013 

45.5 100 

201 
計

7 756 

24 

21 

387 

12 

2 85 

2 

2 12 

12 1299 

1299 

100 

言十

9966 

221 

109 

2215 

49 

1331 

2 

1120 

15013 
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る
記
述
が
多
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
、
「
よ
む
」
に
関
し
て
も
宮
中

で
の
歌
の
や
り
と
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
為
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ

る。

第
四
節
漢
語
・
混
種
語
に
つ
い
て

動
詞
の
お
い
て
漢
語
お
よ
び
混
種
語
の
占
め
る
割
合
は
異
な
り
語

数
で
八
五
語
、
動
詞
全
体
の
六
・
九
%
を
占
め
、
延
べ
語
数
は
三

O

六
語
で
全
体
の
一
・
七
%
を
占
め
て
い
る
。
動
調
に
お
い
て
漢
語
・

混
種
語
の
占
め
る
割
合
は
非
常
に
少
な
い
が
、
そ
の
異
な
り
語
数
を

活
用
形
別
に
比
較
し
た
の
が
表
団
で
あ
る
。
漢
語
及
び
混
種
語
は
四

段
、
下
一
一
段
、
サ
変
の
二
一
活
用
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
し
か
も
四
段
、

下
一
一
段
共
に
漢
語
は
見
ら
れ
ず
、
混
種
語
の
み
が
そ
れ
ぞ
れ
六
語
で

0
・
八
%
、
三
語
で

0
・
八
%
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
サ
変
に
つ
い
て

見
る
と
漢
語
が
六
五
語
で
七
六
・
五
%
を
占
め
、
混
種
語
が
一
一
語

で
二
了
九
%
を
占
め
て
漢
語
・
混
種
語
を
合
わ
せ
る
と
八
九
・

四
%
と
約
九
割
を
占
め
る
数
値
と
な
り
、
四
段
・
下
二
段
の
場
合
と

逆
の
結
果
と
な
っ
た
。
延
べ
語
数
に
つ
い
て
は
表
一
一
十
に
示
し
た
が
、

こ
こ
で
も
四
段
・
下
二
段
活
用
の
占
め
る
割
合
は
小
さ
く
、
四
段
で

は
混
種
語
が
九
語
で

0
・
一
%
、
下
二
段
で
は
、
混
種
語
が
五
語
で

0
・
コ
一
%
で
異
な
り
語
数
と
同
様
に
一
%
に
も
満
た
な
い
。
サ
変
で

は
異
な
り
語
数
に
お
い
て
、
漢
語
・
混
種
語
合
わ
せ
て
九
割
を
占
め

て
い
た
が
、
延
べ
語
数
の
場
合
は
漢
語
が
二

O
五
語
で
一
五
・
四
%
、

混
種
語
が
一
二
語
で

0
・
九
%
と
な
り
合
わ
せ
て
も
一
六
・
三
%
で

著
し
く
低
い
値
を
示
し
た
。
し
か
し
四
段
・
下
二
段
に
比
べ
る
と
高

い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
動
詞
に
お
い

て
は
漢
語
の
使
用
が
サ
変
に
お
い
て
最
も
高
い
。
特
に
異
な
り
語
数

〈表19.異なり語数活用種類別比較表〉

和語 漢語 混種 5十

四段 750 6 756 

% 99.2 0.8 100. 

下三 384 3 387 

% 99.2 0.8 100. 

サ変 9 65 11 85 

% 10.6 76.5 12.9 100. 

計 1143 65 20 1228 

% 93.1 5.3 1. 6 100. 

qノ“
円，

a

〈表20.延べ語数活用種類別比較表〉

和 語 漢語 混種 計

四段 9957 9 9966 

% 99.9 0.1 100. 

下二 2210 5 2215 

% 99.7 0.3 100. 

サ変 1114 205 12 1331 

% 83.7 15.4 0.9 100. 

計 13279 205 26 13512 

% 98.3 1. 5 0.2 100. 



〈表21.漢語・混種語異なり語数使用度数表〉 （ ）内は漢語

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 計

四段 4 1 1 6 

下二 2 1 3 

サ変 47 11 6 2 1 2 3 1 3 76 

(37) (10) (6) (2) (1) (2〕 (3〕 (1) (3) (65) 

計 53 12 8 2 1 2 3 1 3 85 

(37) (10) (6) (2) (1) (2) (3) (1) (3) (65) 

累計 53 65 73 75 76 78 81 81 81 82 85 

(37) (47) (53) (55) (56) (58) (61) (61) (61) (62) (65) 

% 62.3 76.5 85.9 88.2 89.4 91.8 95.3 95.3 95.3 96.5 100 

〈表22.漢語・混種語延べ語数使用度数表〉 （ ）内は漢語

i的ト｜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 計

四段 4 2 3 9 

下二 2 3 5 

サ変 47 22 18 8 5 12 21 10 74 217 

(37) (20) (18) (8) (5) (12) (21) (10) (74) (205) 

計 53 24 24 8 5 12 21 10 74 231 

(37) (20) (18) (8) (5) (12) (21) (10) (74) (205) 

累計 53 77 101 109 114 126 147 147 147 157 231 

(37) (57) (75) (83〕 (88〕 (100) (121〕 (121) (121) (131) (205) 

% 22.9 33.3 43.7 47.2 49.4 54.6 63.6 63.6 63.6 68.0 100 



で
は
そ
の
比
率
が
高
く
一
語
使
用
の
漢
語
が
多
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

る。
で
は
、
分
布
状
態
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
（
表
別
、
詑
）
、
表
引
で

は
一
回
使
用
の
語
は
五
三
語
で
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。
し
か

し
表
辺
で
は
そ
の
比
率
は
わ
ず
か
に
二
二
・
九
%
と
低
く
な
っ
て
い

る
。
延
べ
語
数
で
最
も
数
値
が
高
い
の
は
一
一

1
一
O
O
回
使
用
の

七
四
語
で
異
な
り
語
数
で
わ
ず
か
三
回
使
用
の
語
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
御
覧
ず
」
が
三
六
回
、
「
具
す
」
が
一
一
一
一
一
回
と
高
い
使
用
回
数
を

持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
漢
語
・
混
種
語
で
は
一
回

使
用
の
語
、
が
殆
ど
を
占
め
て
い
る
。

第
四
章
そ
の
他
の
品
詞
（
省
略
）

結

論

以
上
、
今
鏡
を
主
と
し
て
語
業
か
ら
考
察
し
、
重
ね
て
漢
語
、
混

種
語
と
の
関
連
か
ら
作
品
の
個
性
、
執
筆
態
度
及
び
傾
向
を
探
っ
て

み
た
。
ま
ず
、
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
か
ら
文
章
の
性
格
を
み
て

き
た
が
、
何
よ
り
も
異
な
り
語
数
で
名
詞
の
比
率
が
高
く
特
異
な
位

置
に
属
し
、
そ
れ
は
多
鏡
・
増
鏡
と
も
共
通
性
が
高
く
、
歴
史
物
語

の
特
徴
が
得
ら
れ
た
。
名
詞
の
比
率
が
高
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
漢

語
・
混
種
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
多
く
が
一
回
使
用

の
語
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
使
わ
れ
て
い
る
名
詞
も

固
有
名
調
が
多
く
、
名
調
全
体
の
五
O
%
以
上
を
占
め
、
今
鏡
は
歴

史
物
語
の
必
然
性
と
し
て
素
材
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
ま

た
、
そ
れ
に
比
べ
て
動
調
の
占
め
る
割
合
は
低
く
、
叙
述
態
度
は
簡

略
で
要
約
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
は
歴
史
物
語
と
し
て
と
き
の
流
れ
の
中
で
起
こ
っ
た

事
件
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
記
す
と
い
う
必
然
性
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
普
通
の
物
語
の
よ
う
に
叙
述
に
精
細
を
極
め
る
こ
と
な

く
、
事
件
描
写
を
中
心
と
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
鏡
・
増
鏡
と
多
く
類
似
し
た
数
値
が
得
ら
れ
た
が
、
こ

の
点
で
は
歴
史
物
語
と
し
て
特
別
な
位
置
付
け
が
出
来
よ
う
。

増
鏡
は
中
島
成
子
氏
の
「
増
鏡
の
語
葉
の
一
考
察
」
よ
り
、

そ
の
他
は
中
島
達
夫
氏
の
「
古
典
対
象
語
い
表
」
（
笠
間
書

院
）
よ
り
借
用
し
た
。

註
2

「
基
本
語
棄
に
関
す
る
一
一
、
二
一
の
研
究
」
（
国
語
学
第
二
十

四
輯
）

註
3

註
2
に
同
じ
。
必
、
時
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋

註
4

中
島
成
子
氏
「
増
鏡
の
語
棄
の
一
考
察
」
（
熊
本
女
子
大

学
日
年
度
卒
論
）
よ
り
借
用

註
5

落
窪
物
語
の
数
字
は
「
『
落
窪
物
語
』
の
語
業
と
文
体
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
（
国
文
学
致
第
五
十
五
号
）
よ
り
借
用

註
－
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本
論
は
、
榊
原
邦
彦
他
編
「
今
鏡
本
文
及
び
総
索
引
」

査
し
た
。

に
拠
り
調




